
安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

・
論
文
目
録

略
歴
一
九
四
二
年

一
月
六
日

広
島
県
三
次
市
に
生
ま
れ
る

学
歴
一
九
六
O
年

三
月

広
島
県
立
三
次
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
〇
年

四
月

立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
文
学
専
攻
入
学

一
九
六
四
年

三
月

立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
文
学
専
攻
卒
業

一
九
六
四
年

四
月

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
六
八
年

三
月

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

(文
学
修
士
)

職
歴
お
よ
び
研
究
歴

一
九
七
〇
年

四
月

平
安
女
学
院
高
等
学
校
教
論

一
九
七
二
年

四
月

宇
部
短
期
大
学
講
師

一
九
七
五
年

四
月

宇
部
短
期
大
学
助
教
授

一
九
七
七
年

四
月

梅
光
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

一
九
七
八
年

四
月

梅
光
女
学
院
大
学
助
教
授

一
九
八
二
年

四
月

梅
光
女
学
院
大
学
学
生
部
長

(
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
)

一
九
八
四
年

四
月

梅
光
女
学
院
大
学
教
授



安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

・
論
文
目
録

二

一
九
八
四
年

四
月

梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
長

(
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
)

一
九
八
八
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
教
授

一
九
八
九
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
教
授

一
九
九
七
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
宗
教
部
長

(
一
九
九
九
年
九
月
ま
で
)

一
九
九
九
年

六
月

立
命
館
大
学
よ
り
博
士
(文
学
)を
授
与
さ
れ
る

二
〇
〇
七
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授

二
〇

一
二
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授

[学
会
活
動
]

一
九
九
四
年

四
月

昭
和
文
学
会
幹
事

(二
O
O
O
年
三
月
ま
で
)

一
九
九
八
年

四
月

日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会

関
西
支
部
幹
事

二
〇
〇
三
年

四
月

日
本
近
代
文
学
会

関
西
支
部
評
議
委
員

(二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
)

二
〇
〇
七
年

四
月

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

評
議
委
員

二
〇

一
〇
年

四
月

ポ
ト
ナ
ム
代
表

研
究
業
績

[単
著
]

一
九
七

八
年

『斎
藤
茂
吉
幻
想
論
』

(桜
楓
社
)

一
九
七
八
年

三
月

一
九
七
九
年

『沈
黙

の
塩
』

(歌
集
)

(新
風
土
社
)

一
九
七
九
年

四
月



一
九

八
〇
年

『
現
代
短
歌
講
義

ノ
ー
ト
』

(異
境
出
版
局
)

一
九
八
〇
年

四
月

一
九

八
三
年

『抒
情

の
軌
跡
』

(書
肆
季
節
社
)

一
九
八
三
年

一
〇
月

一
九

八
七
年

『創
造
的
塚
本
邦
雄
論
』

(而
立
書
房
)

一
九
八
七
年

七
月

一
九
八
九
年

『幻
想
の
視
角
-

斎
藤
茂
吉
と
塚
本
邦
雄
』

(双
文
社
出
版
)

一
九
八
九
年

一
二
月

一
九
九
六
年

『わ
が
大
和
、
わ
が

シ
オ

ン
』

(歌
集
)

(書
肆

季
節

社
)

一
九
九

六
年

四
月

一
九
九
八
年

『斎
藤
茂
吉
短
歌
研
究
』

(世
界
思
想
社
)

一
九
九

八
年

四
月

一
九
九
九
年

『風
呂
で
読
む

短
歌
入
門
』

(世
界

思
想
社
)

一
九
九
九
年

四
月

『新
島
襄
の
短
歌
-

和
歌
的
発
想
と
短
歌
的
発
想
』

(学
校
法
人

同
志
社
)

一
九
九
九
年

一
〇
月

二
O
O

一
年

『大
学
教
授

の
介
護

日
記

介
護

・
男
の
う
た

蹣
日
』

(新
葉
館
出
版
)

二
〇
〇

一
年

二

月

二
〇
〇
八
年

『百
卒
長
』

(歌
集
)

(青
磁
社
)

二
〇
〇
八
年

一
〇
月

〔共
編
著
〕

一
九
七

八
年

『文
学

に
お
け

る
夢
』

(共
著

笠
間
書
院
)

一
九
七
八
年

四
月

一
九
七
九
年

『文
学

に
お
け
る
宗
教
』

(共
著

笠
間
書
院
)

一
九
七
九
年

四
月

一
九
八
〇
年

『日
本
文
学

の
重
層
性
』

(共
著

桜
楓
社
)

一
九

八
〇
年

四
月

一
九
八

一
年

『塚
本
邦
雄
論
集
成
』

1

(共
著

湯
川
書

房
)

一
九

人

一
年

一
〇
月

『鑑
賞
日
本
現
代
文
学
⑨

斎

藤
茂
吉
』

(解

説

角

川
書
店
)

一
九

八

一
年

一
〇
月

『方
法

と
し
て

の
詩

歌
』

(共
著

笠
間
書
院
)

一
九

八

一
年

=

月

一
九

八
三
年

『日
本
文

学

ー

伝
統
と

近
代
』

(共
著

和
泉
書
院
)

一
九

八
三
年

一
二
月

一
九

八
四
年

『和
歌
文
学
と

そ
の
周
辺
』

(共
著

桜
楓
社
)

一
九

八
四
年

一
月

安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

.
論
文
目
録

三



安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

・
論
文
目
録

・

四

『文
学

に
お
け
る
母
と
子
』

(共
著

笠
間
書
院
)

一
九
八
四
年

六
月

『文
学

に
お
け
る
身
体
』

(共
著

笠
間
書
院
)

一
九
八
四
年

一
二
月

一
九
八
六
年

『事

実
と
虚

構
』

(共
著

笠
間
書
院
)

一
九
八
六
年

六
月

一
九
八
七
年

『文
学
に
お
け
る
家
族
』

(共
著

笠

間
書
院

)

一
九

八
七
年

九
月

一
九
九
二
年

『日
本
文
学
と
人
間

の
発
見
』

(共
編

世
界
思
想
社
)

一
九
九

二
年

四
月

『昭
和
作
家

の
ク
ロ
ノ
ポ
ト

ス
i

中
島
敦
』

(共
著

双
文
社

出
版
)

一
九
九

二
年

=

月

一
九
九
三
年

『竹
下
夢

二
文
学
館
』
第
六
巻

(解
説

日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
)

一
九
九
三
年

一
二
月

『竹
下
夢

二
文
学
館
』
第
七
巻

(解
説

日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
)

一
九
九
三
年

一
二
月

一
九
九

四
年

『現
代

の
短
歌
』

(共
著

勉
誠
社
)

一
九
九
四
年

一
月

『森
鴎
外
を
学

ぶ
人

の
た

め
に
』

(共
著

世
界
思
想
社
)

一
九
九
四
年

二
月

『斎
藤
茂
吉

二
百
首
』

(共
著

短
歌
新
聞
社
)

一
九
九
四
年

=

月

一
九
九
五
年

『与
謝

野
晶

子
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』

(共
著

世
界
思
想
社
)

一
九
九
五
年

五
月

『漱
石

-

作
品

の
誕
生
』

(共
編

世
界

思
想
社
)

一
九
九

五
年

一
O
月

一
九
九
六
年

『文
学
に
お
け
る
死
生
観
』

(共
著

笠

間
書
院

)

一
九
九
六
年

二
月

一
九
九
七
年

『近
代
短
歌
と
現
代
短
歌
』

(共
編

双
文
社
出

版
)

一
九

九
七
年

三
月

一
九
九
八
年

『近
代
短
歌
を
学

ぶ
人

の
た
め
に
』

(共
編

世
界
思
想
社
)

一
九
九
八
年

五
月

『平
安

の
う
た

今

の
う
た
』

(共
著

社
団
法
人
紫
式
部
顕
彰
会
)

一
九
九
人
年

一
月

一
九
九
九
年

『近
代

の
短
歌
を
読
む
』

(共
著

立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)

一
九
九
九
年

三
月

『明
治
文
芸
館
』

H

.

(共
著

嵯
峨
野
書
院
)

一
九
九
九
年

七
月



二
O
O
O
年

『歌
わ
れ
た
風

景
』

(共
著

笠
間
書
院
)

二
〇

〇
〇
年

一
月

『独
断
の
栄
耀
ー

聖
書
見
ザ
ル
ハ
遺
恨
ノ
事
』

(共
著

葉
文
館
出
版
)

二
O
O
O
年

五
月

二
〇
〇
二
年

『介
護
う

た
あ
わ

せ

介
護

・
女
と
男

の
25
章
』

(共
編

京
都
修
学
社
)

二
〇
〇

二
年

一
月

『
キ
リ
ス
ト
教
文
学
を
学

ぶ
人

の
た
め

に
』

(共
編

世
界
思
想
社
)

二
〇
〇

二
年

九
月

二
〇
〇
三
年

『和
田
周

三
全
歌
集
』

(解
説

短
歌
新
聞
社
)

二
〇
〇
三
年

五
月

二
〇
〇
四
年

『小
泉
苳
三
全
歌
集
』

(解
説

短
歌
新
聞
社
)

二
〇
〇
四
年

四
月

『論
集

石
川
啄
木
』

1

(共
著

お
う

ふ
う

)

二
〇
〇
四
年

一
月

『菱
川
善
夫
論
集
』

(共
著

沖
積
社

)

二
〇
〇
四
年

一
月

二
〇
〇
五
年

『明
治
文
芸
館
』

V

(共
著

嵯
峨

野
書
院
)

二
O
O
五
年

一
〇
月

二
〇
〇
七
年

『二
〇
世
紀
女
性

文
学

を
学

ぶ
人

の
た
め
に
』

(共
編

世
界

思
想
社
)

二
〇
〇
七
年

二
月

『
N
H
K
福

祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

介
護

百
人

一
首
』

(共
著

N
H
K
出
版
)

二
〇
〇
六
年

一
一
月

二
〇
O
八
年

『展
望

現
代

の
詩
歌
』
第

八
巻

(共
著

明
治
書
院
)

二
〇
〇
八
年

一
月

『新

し

い
短
歌
鑑
賞

正
岡
子
規

・
斎
藤
茂
吉
』

(共
編

晃
洋
書
房
)

二
〇
〇
八
年

四
月

『新

し
い
短
歌
鑑
賞

ポ
ト

ナ
ム
の
歌
人
』

(共
編

晃
洋
書
房
)

二
〇
〇
八
年

一
一
月

二
〇

一
〇
年

『わ
た
し

の
介
護

ノ
ー
ト
』
②

(共
著

申
央
公
論
社
)

二
〇

一
〇
年

五
月

[事
典
]

一
九
八
八
年

『日
本
名
歌
集
成
』

(共
著

学
燈
社

)

一
九

八
八
年

=

月

一
九
九

二
年

『作
家
研
究
大
事
典
』

(共
著

桜
楓
社

)

一
九
九

二
年

九

月

一
九
九
四
年

『キ
リ

ス
ト
教
文
学
事

典
』

(共
著

教
文
館

)

一
九
九

四
年

三
月

安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

.
論
文
目
録

五



安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

・
論
文
目
録

六

『
日
本

現
代
文
学
大
事
典

(作

品
篇
)
』

(共
著

明
治
書
院
)

一
九
九

四
年

一
〇
月

『
日
本
現
代
文
学
大
事

典

(人
名

・
事

項
篇
)
』

(共
著

明
治
書
院
)

一
九
九

四
年

一
〇
月

一
九
九
七
年

『短
歌
名
言
辞
典
』

(共
著

東
京
書
籍

)

一
九
九
七
年

一
〇
月

一
九
九
九
年

『現
代
短
歌

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

(共
著

雄

山
閣
)

一
九
九
九
年

一
一
月

『岩
波

現
代
短
歌
辞
典
』

(共
著

岩
波
書
店
)

一
九
九

九
年

一
二
月

二
〇
〇
〇
年

『現
代
短
歌
事
典
』

(共
著

三
省
堂
)

二
〇
〇
四
年

七
月

二
〇
〇

一
年

『石
川
啄
木
事
典
』

(共
著

お
う
ふ
う
)

二
〇
〇

一
年

九
月

二
O
O
五
年

『大
阪
近
代
文
学
事
典
』

(共
著

和
泉
書
院
)

二
〇
〇
五
年

五
月

二
〇
〇
八
年

『滋
賀
近
代
文
学
事
典
』

(共
著

和
泉
書
院
)

二
〇
〇
八
年

一
一
月

二
〇

一
二
年

『兵
庫
近
代
文
学
事
典
』

(共
著

和
泉
書
院
)

二
O

=

年

一
〇
月

[学
術
論
文

]

一
九
六
六
年

「
茂
吉

に
お
け
る

〈
生
〉
の
位

相
」

「
日
本
文
学
」

(
日
文
協
)

一
九

六
六
年

四
月

一
九
七
三
年

「
創
作
行
為
と
批
評
行
為

」

「論

究

日
本
文

学
」

(立
命
館
大
学
)

一
九

七
三
年

三
月

一
九
八

二
年

「
石
榑
千
亦
論
」

「
心

の
花

一
〇
〇
O
号
記
念

号
」

(竹
柏
会

)

一
九

八
二
年

三
月

一
九
八
六
年

「
斎
藤
茂
吉

に
お
け
る
写
生
と
幻
想
」

「
國
語
と
國
文
学
」

(東
京
大
学
)

一
九
八
六
年

五
月

一
九
九

一
年

又
詠
〉
む

こ
と
と

〈読
〉
ま
れ
る

こ
と
」

「
日
本
近
代
文
学
」

(近
代
文
学
会
)

一
九
九

一
年

一
〇
月

一
九
九

四
年

「装
飾
楽
句
論
」

「
キ
リ

ス
ト
教
文
芸
」

(日
本
キ
リ

ス
ト
教
文
学
会
)

一
九
九
四
年

六
月

一
九
九

六
年

「漱
石
と
子
規

の
写
生
」

「
漱
石
研
究
」

(漱
石
研
究
会
)

一
九
九
七
年

一
月

二
〇
〇
四
年

「
キ
リ
ス
ト
教
文
学
と

『邪
宗
門
』
」

「総
合
文
化
研
究
所
紀
」

(同
志
社
女
子
大
学
)

二
〇
〇
四
年

一
月



二
〇
〇
六
年

「国
崎
望
久
太
郎
論

i

『近
代
短
歌
史
』
を
中
心

に
し

て
」

「
日
本
語
日
本
文
学
」

(同
志
社
女
子
大
学
)

二
〇
〇
六
年

一
月

二
O

二

年

「歌

の
命
と
力
」

「
文
学

・
語
学
」

(全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
)

二
O

二

年

四
月

[そ

の
他
]

一
九
八
九
年

「
京
都
短
歌
」

(朝
日
新
聞
京
都
版
)
選
者

一
九
八
九
年

六
月
～

現
在

一
九
九
八
年

「
城
崎
百
人

一
首
」

(城
崎
文
芸
館
)
選
者

一
九
九

八
年

一
〇
月
～

現
在

二
〇
〇
三
年

「
城
崎
百
人

一
句
」

(城
崎
文
芸
館
)
選
者

二
〇
〇
三
年

一
〇
月
～

現
在

二
〇
〇
四
年

「
曲
水

の
宴
」

(城
南
宮
)
出
演

二
〇
〇
四
年

一
一
月

～

現
在

二
〇
〇
六
年

「
N
H
K
介
護
百
人

一
首
」

(N
H
K
教
育

テ
レ
ビ
)
代
表
選
者

二
〇
〇
六
年

二
月

～

現
在

安
森
敏
隆
教
授

略
歴

主
要
著
書

・
論
文
目
録

七


